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１．最近の取り組み -各種報道より①

第1回IT Japan Award 2007 グランプリ/経済産業大臣賞

日経コンピュータ 2007年7月9日号 P.14-15

セブン-イレブン・ジャパンの「第6次総合情報システム」が、第1回IT Japan Award 2007 グランプリ／
経済産業大臣賞を受賞

プロジェクトの遅延や運用後のトラブルがないだけでなく、電子マネー会員の増大、店舗当たり売上高を

下げ止めるなどの効果が評価される

システム名 ：第6次総合情報システム

稼動時期 ：2006年4月～2007年4月

協力ベンダー ：野村総合研究所、NEC

概要 ：店舗システム、新POSレジ、本部情

報分析、電子マネーなどを包括した

情報システム。

開発プロセスを標準化するなどして、

コストを30%削減した。

掲載記事より抜粋
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１．最近の取り組み -各種報道より②

2007年7月12日 日本経済新聞

2007年7月12日 日本経済新聞
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１．最近の取り組み -各種報道より③

オープンソース救急センター

2007年5月17日 日刊工業新聞

http://www.nri-aitd.com/oss99/

http://www.nri-aitd.com/openstandia/

オープンソース・ソフトウェア（OSS）を導入している企業向けに、
OSSに関わるシステム障害を解決し安定稼動を支援する「NRI
オープンソース救急センター」サービスの提供を開始

約30のOSSを対象に、そのソースコードを熟知した技術者が、
OSSに関わるシステム障害の解決とその後の安定稼動を支援
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１．最近の取り組み -各種報道より④

連想検索エンジン

検索結果例：

「地球温暖化」を検索すると、関連性の高いキーワードほど、大きな文字で表示される。 2007年7月12日 日刊工業新聞

キーワードの関連性を定義した“連想辞書”を自動生成し、これを参照することにより、検
索語から連想されるキーワードをコンピュータが自動的に提案

システム開発を含む自社のITソリューションサービスにおいて“連想検索エンジン”を活用
した製品・サービスを事業化していくとともに、NRI公式ホームページでも活用予定
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２．プロジェクト事例

サッポロビール株式会社 様

システムのアウトソーシング
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３．その他 - 中国オフショア開発
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通期：160-180（予）

（億円）

約3,500人
7地域22社

第1四半期:38.9（実績）

2007年7月9日 日経コンピュータ

※うち、1割程度は日本に常駐

中国オフショア開発委託額の推移
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■ 売上高3,500億円・営業利益520億円の収支モデル

+19%
+11%

+15%
△12%
+15%
+11%
+6%
+9%

増減率

2008年3月期

（4/26予想） 注金額

+1.3P
+82
+50

+1.6P
+131
△23
+152
+54

+145
+275

前期比

460520438営業利益

うち減価償却費

うち外注費

うち労務費

13.7%14.9%13.6%営業利益率

450490440販管費

27.2%28.9%27.3%粗利率

9101,010879売上総利益

175165188
1,1001,1751,023

540555501
2,4402,4902,345売上原価

3,3503,5003,225売上高

2008年3月期

（7/25予想） 注

2007年3月期

（実績）

(注) 収支モデル作成のための連結想定値

（億円）

３．その他 - 業績補足説明資料


